
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《園長の言葉》                                                                       令和 7年度 認定子ども園竜光保育園 第 727 号 

 明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。先月の 2日間にわたる生活発表会には、多くの皆様のご来園を頂

き有難うございました。子どもたちのパフォーマンスは、私たちに多くの笑いと感動を与えてくれました。感謝の一言に尽きます。そし

て、当日残念ながら体調不良により出演できなかったお子様たちも、この発表会までの頑張りが次の成長への大きなステップになったこと

は間違いありません。堂々と胸を張って自信を持って下さい。 

 さて、少し前の朝日新聞朝刊の【折々のことば】に、経済学者の暉峻淑子(てるおかいつこ)氏が著書で述べた「だって、こどもが しあ

わせなときは みんなが しあわせなときだもの」という言葉が紹介されていました。暉峻氏は、今から 30 年以上前のバブル経済最盛期に

『豊かさとは何か』を著し、当時の日本の社会状況に警鐘を鳴らしていましたが、現代社会に生きる私たちは、一見物が溢れ、表面的・物

質的には恵まれているように見えますが、失われた 30 年やコロナ禍を経て、少子高齢化や人口減少も進行する中で、身心共に疲弊し暗鬱な

日々を過ごしているのが現状です。そんな中、本当の豊かさをひも解く鍵となるのが、子どもたちの笑顔、幸せだと思います。何の変哲が

なくとも、子どもたちが笑顔をもって過ごしていく日常が、私たちの心を本当に豊かにする大切な要素であり、それが明日への希望・活力

となると私は信じています。子どもたちが笑顔でウェルビーイング(子どもたちが身体的、精神的、社会(環境)的に良好な状態)な時こそ

が、取りも直さず、私たちみんなが本当に幸せな時なのだと、日々信じて共に過ごしていきましょう。 

 今年度も残すところ 3ヵ月となりましたが、職員一同、日々の子どもたちの成長に寄り添い、心身ともに安心・安全な環境を保ちつつ、

多くの楽しい思い出を紡いでいきたいと思っています。 

1 月 5 日(月) 始園 

6 日(火)竜光のんの広場(園開放) 

7 日(水)音楽祭 DVD 撮影(桜組) 

8 日(木)ダンス教室 

   13 日(火)合同礼拝 

  14 日(水)硬筆教室(桜組) 

  15 日(木)カルタ会(新道寺小 1 年生来園) 

19 日(月)身体測定(未満児) 

20 日(火)硬筆教室(梅組) 

〃 身体測定(以上児) 

  21 日(水)誕生会 

  22 日(木)体操教室 

25 日(日)北九州幼児音楽祭(桜組) 

28 日(水)毛筆教室(桜組) 

   下旬  避難訓練 

☆2月 14 日(土)保育参観 

 

『ゆきの こえ』作： おーなり 由子 、はた こうしろう 出版社： 講談社 

 冬の朝、目を覚まして外を見ると、辺り一面真っ白な“銀世界”が広がっている。

子どもの頃そんな光景に、高揚感を何度となく覚えたのではないでしょうか。完璧な

る静寂の中、子どもたちの一挙手一投足に、『くすす・くすす、きゅっ・きゅっ、パラ

パラパラ…』と雪たちの楽しそうな声が耳元で聞こえてきます。雪の声が聞こえてく

るような感性を、いくつになっても持ち合わせていたいものですね。 

『新装版 たべるのだあれ？』作： すぎはら けいたろう出版社： 東京書店 

 ページを開いたり閉じたりすると…、動物たちのお口がダイナミックかつリアルに

動く、“とび出す”絵本です。小さなお子様と「～食べるのだあれ?」と言って、動物

の当てっこをしたり、まねっこ遊びなどをして、楽しいひと時を過ごせること間違い

なしです。 

餅 つ き 会 の 風 景 

先月の餅つき会には、

多数の保護者の皆様に

お手伝い頂き、沢山の

美味しいお餅が出来上

がりました。感謝申し

上げます。 


